
 

 

  

 

場所 日にち 時間 

島コミュニティセンター 

７月２日(水) 

10:30～11:00 

老蘇コミュニティセンター 11:30～12:00 

フレンドマート安土店 13:30～14:00 

サン・ビレッジ近江八幡 14:30～15:00 

フレンドマート八幡鷹飼店 15:30～16:00 

武佐コミュニティセンター 

７月３日(木) 

9:30～10:00 

馬淵コミュニティセンター 10:30～11:00 

北里コミュニティセンター 11:40～12:10 

金田コミュニティセンター 

７月４日(金) 

9:30～10:00 

桐原コミュニティセンター 10:30～11:00 

岡山コミュニティセンター 11:30～12:00 

 

１５９号 【令和７年７月】 

〔近江八幡図書館〕 

〈電話〉0748-32-4090 〈FAX〉0748-32-4099 

開館時間：午前 10時～午後 6時 

 

〔安土図書館〕 

〈電話〉0748-46-6479 〈FAX〉0748-46-6591 

開館時間：午前 10時～午後 6時 

ホームページも 

ご利用ください！ 

□…近江八幡館休館 ○…安土館休館 ■…両館休館 

 今月の展示 

 七夕にちなんで、恋愛の本を集めました。純愛、許されざる恋、はた

また本への狂おしいほどの愛、など様々な「愛」を集めてみました。 

【七夕ラブストーリー】 

 今年の夏は何をして過ごしますか？ 旅行、お祭り、キャンプのアウ

トドア派も、お家で好きなことをするインドア派も、楽しく過ごしてい

ただけるような本を集めました。もちろん、暑さ対策も忘れずに。 

【この夏の過ごし方】 

《移動図書館巡回日》 
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図書館の本棚より 

主人公の京は、１２年前「真鶴」という言葉を日記に残 

して失踪した夫、礼への想いをふっきることができないまま、 

現実と幻想の世界を行き来しながら不安定に生きています。 

娘と母の３人のぎこちない生活の中、礼の代替とはならない恋人と京と

の関係は続いていきます。心のむくまま相模湾の漁師町「真鶴」を何度も

訪れる京。時おり、京の中にだけ存在する知らない女が現れては、京につ

いてきて会話をかわします。 

真鶴の地で激しい雨風に打たれ、礼を思い過去を回想する中で、京がた

どりつく先が未来に続くものであってほしいと願う作品です。（伊藤） 

 

 

 

タイトル 著者 出版社 

本は人生を生き抜く最強の武

器である 
コ ミョンファン 

ディスカヴァー・

トゥエンティワン 

羽柴秀吉とその一族 黒田 基樹 KADOKAWA 

アンチ・エイジングの思想 上野 千鶴子 みすず書房 

自分で自分の介護をする本 小山 朝子 河出書房新社 

羽田圭介、家を買う。 羽田 圭介 集英社 

スマホ時代の「眼」メンテナンス 栗原 大智 高橋書店 

韓国ドラマ沼にハマってみたら 角田 光代 筑摩書房 

踊りつかれて 塩田 武士 文藝春秋 

ザ・ネバーエンディング・スト

ーリー 
小路 幸也 集英社 

いとしきもの 小川 糸 文藝春秋 

あの子とＯ 万城目 学 新潮社 

だいたいしあわせ 阿川 佐和子 晶文社 

フェアリー・テイル（上・下） スティーヴン・キング 文藝春秋 

薬膳でめぐりのよい健やかな

暮らし 
 扶桑社 

梅干しは万能調味料 ワタナベ マキ 主婦と生活社 

映画「羅生門」「七人の侍」などの黒沢明監督作品の脚本で 

脚光を浴び、その後「真昼の暗黒」「私は貝になりたい」「砂 

の器」「八墓村」「八甲田山」など日本映画史に残る傑作を世に送り出した

脚本家橋本忍の歩みを、本人からの聞き取りや関係者への取材などをもと

に描くノンフィクションです。 

 数多くの橋本作品の最大の特徴は、ほぼそのどれもが、「ハッピーエンド」

でないところ。にもかかわらず、彼の脚本の何が観る者を引き付けるのか。

その生い立ち、脚本執筆や映画製作の過程を通して、橋本作品の創作の原

点やその魅力に迫ります。 

 自ら製作、脚本、監督を務めながら興行的に大失敗作となった「幻の湖」

（滋賀が舞台）の失敗原因についても、本人が赤裸々に語ります。（泉野） 

 

『鬼の筆 戦後最大の脚本家・橋本忍の栄光と挫折』  

春日 太一/著（文藝春秋） 

新しく入った本 

新しく入った本の中から、一部を紹介します。 

貸出中の本は、予約していただけます。図書館のカウンター、館内検索機、

電話、FAX、ホームページでお申込みください。 

 

『真鶴』  
川上 弘美／著（文藝春秋） 


